
















































方」だろう。ここでは、 「漢字」という文字のし み、解釈方法、成り立ちが分かりやすくまとめられている。特 、漢字の成り立ちでは、具体的にいくつかの漢字を取り上げ字が作られた社会的背景ま 説明してい また、 「漢和辞典の使い方」についても言及されており、漢文学の授業を履修す





















































語』でしょう。十二単衣を身にまとい、琴を奏でて、和歌を詠む、そんな優雅な生活に憧れ 持つ人も多いかもしれません。美しいものに取り囲まれていた女君の生活は、ひたすら男君の訪れを待つことしか許されませんでした。どれほど、恋 くも、女はただ待つだけ。　『源氏物語』には、数々の魅力的な女君が登場します。はかなさ、気高さ、優雅さ やさしさ、可憐さ、妖艶さ、賢さを持った様々な階層・境遇・年齢の女君たちは 誰一人として魅力のない人はいません。愛らしく、憎らしく、哀しく、おかく、それぞれ精一杯の人生 生きます。それらの花々の間 めぐるのが光です。なぜ、そんな多情な男が天下随一 男性とされるのか。それは、平安時代の現実が、けっして恋に満 たものではなかったからです。　清少納言を抱える道隆と、紫式部、和泉式部を抱える道長、
彼らの権力闘争は武力では く、どちら 娘のサロンが天皇の心をひきつけるかというものでした 平安時代は、天皇をはじめとした、高い位の一族と姻戚関係をつくるのが政治で た。
女君はそのための大切な政治上の道具。権力と結びつくためには、武力も学問も必要とされませんでした いかに一族の中に入りこむか、いかに一族の娘を高い地位 一族に送り込むか。貴族の政治はそのことにあけくれていました。旅先で、琴の音に足をとめてなどといった出逢いは、現実にはなかっ のです。　
女君が個として尊重されていなかった時代、光は、決して家




































































































































で、日本人はその漢字を受け入れ、日本語を表記するようになりました。さらに漢字と和語（大和言葉）を結びつけることにより日本における訓読みが誕生したのです。訓読みはかつて漢字文化圏諸国で行われていましたが、現在、多彩な訓読みが一般的に用いられているのは日本だけでしょう。この多彩な訓読みは日本語表記を複雑なも にしていることは否めませんが、一方で表記の自由度を高めてい のも事実です。本書はこの読みについて、具体例 数多く示しながら、わかりやすい解説を施しています。　
本書には当初「月極駐車場―「ゲッキョク」と読んだことは
ありませんか？」と書かれた帯が付され ま た。 「月極」を「つきぎめ」と読むこの熟語は、現在の学校教育に登場しません。 「極」について本 では次の うに説明しています。「極」の訓読みは常用漢字表によると「きわめる」で「きめる」ではないが、日本では江戸時代から「きめる」という意味と訓が存在し、明治の国語辞書『言海』でも の見出し表記には「極」しか掲げられておらず、 「 きぎ 」の表記も明治初期から「月極」と表記されていた。し し戦後の当 漢字
で「きめる」は「決」 、 「きわめる」は「極」と役割分担が明確化され、それ以降 極 を「きめる」とは読まなくなった。つまり、 月極」を「つきぎめ」と読むのは明治時代の名残ということになります。余談ですが「極」の説明の最後に「北海道や四国辺 の地方で「月決め」という異表記を目にすることがある。 」と書か ており、確かに札幌近辺では「月極 「月極め」 「月決」 「月決め」の表記 確認 ることができますが、この多彩さは全国でも珍しい現象　「極」以外にも様々な訓読みやその背景について説明が続きますが、最終章に「東アジアの訓読み」として中国における訓読み（漢字をそれ本来の漢語による字音とは別の漢語 よって発音する） 、朝鮮・韓国やベトナムにおける訓読みについての説明があり、漢字文化圏諸 における多彩な漢字受容の実態を確認することができます。
15　　ブックレビュー



























奥深くには、 「ひとつの言語 ひとつ 国家に対応するう考え方が埋め込まれていることがわかる。　
本書は、そういった近代が生み出した幻想のひとつ、一国家
一言語、一民族一言語という神話を異なる専門領域を持つ研究者たちが解体し、具体的事例を挙げながら「幻想後」の世界のあり方とその言語的可能性を示す試みである。どのようにしてわたしたちは「ことば」を国家単位でとらえるようになったのか、ということから始まり 近代国民国家 その言語政策、ことばを通じた植民地支配、多言語主義に基づく言語、文学、翻訳の可能性などに触れ、 に関する新しいパースペクティブを紹介して る。　
人と「ことば」に関する疑問を問題意識のとりかかりとして















ひとつは、ひとつの共同体での体験を、その言語で内部まで掘り下げて書く方法。もうひとつは、一人の作家が、複数の言語や文化、共同体を体験して書く方法。ここでは後者 例として、日本人でありながらドイツ語でも作品を発表している多和田葉子をあげたい。サルマン・ラシュディら ように旧英国植民地出身の作家が英語で作品を書き、世界的に読まれるようになるというのは、今ではめずらしいことではない しかし、多和田のように移民や帰国子女でも い者が海外に住み、その国の言葉で創作をし、成功すると うのはグローバル化された社会でもまだまれである。　
多和田の作品は、物語の断片から新たな物語が創られていっ
たり、好奇心溢れる言葉が重層的に交差したりと、興味深い界を作っている。そういった物語と詩を自在に やつる著者が展開した一つの文学思想が本書の題名 もなって る「エクソフォニー」である。こ は、私たちが母語の外に出た状態一般を指しているという。 「エクソ」的 外に出ていく、つまり私たちがいったん自分 母語の外に出 ば、意味が失われ音が聞こえてくるが、その音が再び意味になる前に あるいは、









　「メディア・リテラシー」とは、メディアからの情報を社会的文脈の中で読み解く力、単なる情報の「受け手」ではなく、社会との関りの中でクリティカルに「読み手」としての主体性が問われる能力を指している。本書は、１９９７年の出版 ある。当時、オウム事件や松本サリン事件、阪神大震災などの事件や自然災害がニュースとして報道された。報道するメディア自身が多くの 題を露呈し、メディアに対する不信感が高まった時期でもあった。この頃からメディア・ テラシーに対する関心が高まり、メディア・リテラシー教育の必要性を主張する人々が増えた。　メディア・リテラシーへの関心の高まりは、時代の要請でも





































































関係を簡単に「影響や受容」という捉え方 採らな で、梁啓超が明治日本との関わりの中で、新しい小説論の構築がでのは、その間に「文脈」が存在して たからだと、問題提起をしている。文中では 粤語 を母語とする梁啓超の出自から、
光緒帝に謁見を賜ったにもかかわらず、大した出世も叶わない「真相」を一つの切口にし、梁啓超の言語意識を突き止める。梁啓超にとって「文」としての文言がある一方、実用性に徹した「質」の言語もある。この文脈から梁啓超にとっての粤語の存在意味が見出せ、彼 とって 日本語の位置付けも十分に把握することができたのである。　
本書はまた小細工に懲り特殊な学界用語をふりかざし中核が























現象の大海に放出して考察するようなもので、研究方法としては影響研究、対比研究など多岐にわたって行われてきたが、近年来、翻訳の研究や、異文化理解の研究なども盛んに行われている。異文化理解とは何かを考えるとき、 「異文化をまたがって生きた人物」に焦点を当てることは、一種の有効 手段 ある。ダイナミックな文化交流の中で、同化 統合、共生といった複雑な相互作用を通して、自文化や 文化 再構築されたり、再生産されたりするのである。文化交流の重要な媒体である人物の異文化体験を考察することは こういった再構築された文化を解明す 鍵でもある。　
近代以来、日本や中国において多くの異文化体験の先駆者が
































態度を育てるのに様々な練習や体験が非必要ですが、異化は型に囚われないまたは型を破る感性なので、型 教えるマニュアルではなかなか身に付かな で ょう。　
そこで、異化という感性を身に付けたい人には、この本を強
く薦めます。著者のバンニャイさんはハンガリー出身ニューヨーク在住のイラストレータで、その作品には非常に面白い物事の見方が提示されるのです。この『アザー・サイド』 はタイトルからもわかるように、各ページ 映像を次のペ ジに



























































































文時代・続縄文時代・オホーツク文化時代・擦文文化時代という考古学的な時代から、アイヌの時代へと移行する。さらにこのアイヌの時代は、日本史では古代・中世～近世・近現代と重なる。この蝦夷地の中心にいた人 、アイヌであった。アイヌ民族の歴史はそれ自体、研究が進んでいるが、アイヌ民族 自らの文字を持たなかったことから、歴史を復元するのが難しい。現在では、歴史学（文献学）をはじめ、考 学 民族学・美術史などから 研究により、そ 歴 少しずつ明らかになりつつある。そこで重要なのは、いつ でもアイヌ民族孤立していたのではなく 周辺地域との活発な交流・交易を通じて、アイヌ社会が成立してい とである。
　
本書は、以上の課題によって六人の執筆者によって、次の












































科書でも「鎖国」は訂正され つあるが、 「鎖国三〇〇年的史観」が生き残っているとし、本書は、こうした古い歴史観を乗り越え、日本の への道程を見直し、新 い歴史観の形成を提唱している。　
なお、私は北方史をロシアとの関係からも研究しており、日
本人のロシアへの漂流記録は、研究史料として欠かせない。



































































































に見える形で地形や植生（自然） 、人間の生活（人文）にそ痕跡を残すことがある。それを気候景観という。たとえば、その時に風が吹いて 揺らしていなくても、傾いた幹や びいたような枝ぶりなどを通して、その場所の風に関する情報を見てとることができる。　
気候景観という用語を最初に使った矢澤（一九五三）によれ
ば、気候景観とは「気候特性の表現体と考えた場合の自然・人文景観の総称であ 」 いう。言い換えれば「地表 状態 気候の影響によってそれぞれの地域 有 様相を呈しているとき、それを気候景観」 （吉野ほか、一九八五）といい わば気候環境に対する自然や人間の反応 景観に表れたものといえる。　
本書では、日本各地の樹木や植生、家屋や集落等の景観の中
































調査によると、もっと古くなる可能性もありそうだ。チャールス・ダーウィンが予言したように、ヒトの祖先はアフリカ大陸で生まれ、進化した。そして、その一部がアフリカ大陸を出て、世界中に拡散した。 ちろん、日本へも。つま 、日本人とアフリカ人は、実は大変近い兄弟 のである。では その「兄」からいつ頃後 日本人の祖先は進化し、日本列島へわたってきたのだろう。　『日本人の起源』というテーマは、多くの日本人にとって大変魅力的なテーマであろう。このテーマに関して、最新の情報を提供している が、ここで紹介する雑誌である。 『日本人起源』を理解するためには、表紙にあるような古人骨学的アプローチが一般的な方法である。本特集 は、まず、 骨からどのような『日本人起源論』が提唱されたか、簡単 研究史をまとめている。さらに、古人骨から明らかになりつつある『日本人起源論』に加えて、遺伝学やＤＮＡ等、最近進歩の目覚ま
い分野における最新のデータも紹介されている。この最新の情報によると、人骨からみると、現代日本人の祖先は南方系であったといわれているが、遺伝子やＤＮＡからみると、北方系らしい。つまり、 『日本人の起源』に関しては、まだ十分な答えは出て ない。が 実はここまで理解するのに百年以上かかっている。数年後にはもっとはっきりした答えが出るのでは。　
これらのテーマに加えて、過去の人々の食性や健康状態につ
いての論文も掲載されている。また、明治か 今日までに日本人の体つき 、大きく変化したらし 。どのように？
　
ちょっ












































酷な環境であったにかかわ ず、彼ら 労働時間は極端に短く、彼らは彼らの環境を熟知し、食料獲得に何の不自由の い生活を送っていたのである　
一九六〇年代にはその他の地域でも狩猟採集民の研究が実施
されていた。一九六六年にシカゴ大学においてこれらの研究者が一堂に会し、狩猟採集民に関するシンポジウムが 催された。このシンポジウムを元にし が本論文集である。何度この論文集を開い もゾクゾクするのだが、人類 の錚々 る研究者七十名以上によるシンポジウムであった。一九六〇年代までにその存在が確認された世界中の多くの狩猟採集民を対象としている。すなわち、アフリカ 東南アジア、アジア、オース
トラリア、北・南アメリカ大陸に分布した狩猟採集民である。さらに、過去における狩猟採集民に関する情報提供ということで、考古学者等による報告も含まれている。　
このシンポジウムを通して理解されたことは、北米西海岸に

























呼ばれる茅葺き屋根の住居で暮らしており、カムイノミ（神への祈り）など、アイヌの伝統的な儀礼も各家庭で伝承さた。しかし、日常会話の多くはすでに日本語に変わっており、萱野氏は流ちょうなアイヌ語を家庭の中で身につけた最後の世代の一人だといわれる。萱野氏が生きた は、まさ 現代の日本社会 中でアイヌのコミュニティー あり方が大きく変容した激動の時代であり、本書は単に一人のアイヌ 人生の記録とどまらず、近現代のアイヌ社会を理解する めの必読書といえる。　
萱野氏は本書の最後の部分で、アイヌ語を教えるため 幼稚
園を作り、その園長になりたいと 夢を語ってい 刊行から































『ゲド戦記』 。基本的には、アースシーという多島世界に生きる魔法使いゲドの物語だが、一巻と六巻では、物語のテーマも主人公も大きく変化している。第 「影との戦い」では、少年時代のゲドが「影」と 対決により自己を確立する。第二巻「こわれた腕輪」は、後にゲドの妻となるテナーという巫女との物語。第三巻「さいはての島」では、クモという男との戦いを通して生と死を考える。第四巻以降、ゲドは魔法の力を失ってしまうが、その意味するものを、作者は女性ならでは 視点で描いている。　
ル＝グウィンは、文化人類学者だった父の影響を受け、幼い






























えている。親と子の つなぐと、そ で一つの時代と言っよいほどの「歴史」に近づくことができ かもしれない。もっとも信頼する父の目と自分自身の目 この社会を見つめるのである（日高六郎『私 平和論』 ） 。　
そして、明治、大正、昭和の日本と朝鮮半島、中国大陸、
ヨーロッパ、アメリカの近現代 同時に捉えて こと 試みる。　
私は、朝鮮戦争、ベトナム戦争、そしてこの度、イラクのフ















































































oaring of the C































































































道が必修化されました 国際社会で活躍する日本人は、歴史と伝統によって培わ た日本の文化を教養 して身につけるべきとの方針 り、体育分野では武道が ばれま た。　
ここでごく簡単に武道の歴史に触れてみますと、いくつかの



















































オリンピックが、最もグロ バル化したものであり 文字通り世界中に同時生中継さ メガ・イベ トだから しょう。　
サウジアラビアの女性アスリートの行進を見て、宗教的理由





















































ことは、 「はじめに」に記されているように「人間に備わ 五感のすべてを働かせながら教え、教わる」こと 重要性であり、そして、現在の日本における「 育のあり方」を問うているのではないかと感じた。　
確かに、学校での学習で農業のプロになるための知識や技術
は身につく。しか その学習を通し もっと大切な びがあることを、彼ら 学校生活の記録から伝えている。その学びとは「生きる力」ではある。　
近年、 「生きる力」は一般化した言葉としてよく聞く。しか














ない人はいないと思う。それでは、その彼が絶大な信頼を寄せ、ディズニーの世界で「そうじの神様」と呼ばれたチャック・ボヤージンという人物をご存 だろうか。本書は、ディズニーランドで「キャスト」 して働いていた鎌田洋氏 「そうじの神様」から直接受けた言葉やエピソード して「無言で教えてくれたこと」をも に創った四つの物語が書 れ いる。物語風であるので ても読みやすく、一時間もあればすぐに読めてしまう本である。　
しかし物語に込められている著者（鎌田洋）の「想い」は読
者に大切なことを る。少し哲学的 言い方になるが「何のために学ぶのか」 、 「何のために働くのか」 、そして「何のために生きるのか」ということを教えてくれるのである。 「はじめに」で著者は次のように記し いる。 「騙されたと思って読んでみてください。私が、一生消えない魔法を授けられたように、一生大切 したくなる な、ディズニーのそうじの世界に秘められた『仕事で人を幸せにするヒント』が見つか かもしれません」 。　「たかがそうじ、されどそうじ」という言葉を聞いたことが
ある。確かに「たかが」そうじである。誰でも簡単にできると思っているし、誰もが、できれば避けたい けれども、そのそうじを通して人として生きていく上で大切な、多くの学びがあることを、本書は四つの物語を通して読者に伝えてくれるのである。　
ブックレビューの最後に、 「そうじの神様」チャック・ボ
ヤージン氏の言葉を引用して終わりたいと思う。 「子どもがポップコーンを落としても、拾って食べられるくらい奇麗 するんだよ」 。 なたはこの言葉をどのように考えますか？
　
そ















に応じた場に着目した特殊教育」から「子どもの特別な教育的ニーズに対応した特別支援教育」へと転換が図られた。これまで、特別支援学校や小・中学校の特別支援学級で行わ てきた障害のある子ども ちの教育は、対象を広げ、幼稚園から小・中学校、高等学校までのすべての学校で行われるものとなった。特別支援教育は、学校内 すべての教師や関係職員が担うものになったの 。　
本書は、いかなる学校の教師を目指す大学生にとっても必須
となった特別支援教育 テキストといえる一冊である。内容は、特別支援教育の理念やシステム 子ども 理解と指導・支援、保護者や関係機関との連携の三部構成となっている。対象
となる子どもたちの障害の状態やどのように対応するのかなどがコンパクトにまとめられている。特に、新た 特別支援教育の対象となった発達障害につい 詳しく取り上げているのが特徴である。本書の執筆は、編集に当たった四氏 ほか、障害ある子どもの教育に直接携わってきた方や教員養成 専門家などが担当しており、教育学や心理学、医学の各分野からの情報が提供されている。特別支援教育について、全体的にさっと概観したい場合や特定の事項について再認識する めに活用することが可能である。　
特別支援教育についての認識は、深まり広がっていると感じ

















が顕著になり、昭和六〇年（一九八五）頃から、痰や唾液の吸引、酸素吸入、気管切開部の管理 経管による栄養物 注入及び導尿など、いわゆる医療的ケアを必要とする子どもたちが在籍するようになり、その人数は年々増加する傾向にある。これは、周産期医療や救急医療 進歩等により、救命率が向上したのが要因としてあげられる。また、ノーマライゼ―ションやＱＯＬ 理念により、在宅医療が推進されていることも側面的な要因にあげられてい 。　
著者の飯野順子氏は、昭和四一年に養護学校教諭として二校
を勤務した後、昭和五九年に東京都教育庁に指導主事として勤務したときに、医療的ケアの課題に出会い、その教育をいかに充実させるかに奔走した。その後平成九年に都立肢体不自由養護学校の教員等有志で「医療と教育研究会」を設立し、医療的ケアの必要な子どもたちとの触れ合いを通し、その生命の輝く教育を目指し 践 てき 。　
最後に、この冊子に収録されているある小児科医が、小学校



























る。発達障害は、決して親の育て方が悪いからとか、本人の性格の問題ではない。脳の機能 である。本人や家族のせいではないことに困難を感じて苦しむ は、社会の在り方の問題である。今日、日本では障害の有無やそ 他の個々 違いを認識しつつ様々な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成を目指して、全ての学校で特別支援教育が行われ いる。　
将来、教員を目指している学生には、学校に在籍して困難を
感じ、一人で悩んでいるすべての発達 ある児童生徒に寄り添う支援者と ての教師になる上 も、ぜひ、一読し ほしいお薦めの一冊である。その他の参考文献◦トマス・Ｇ・ウェスト著『天才たち 学校がきらいだった』
講談社
　
一九九四
◦杉山登志郎著『発達障害の豊かな世界』日本評論社
　
二〇〇〇
◦長沼睦雄著『活かそう！発達障害脳』花風社
　
二〇一一
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